
                        

                   
                    

１０月３日（水）名取市文化会館で本校の芸術鑑賞会を行いました。
今年は，学校寄席として，人間国宝 一龍斎貞水様の立体怪談，柳家喬
之助様の落語，林家正楽様の色物，一龍斎貞寿様の講談を楽しみました。
公演にご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水泳新人大会で，オープン競技背泳ぎ第１位 

 ９月２２日（土）～２３日（日）に開催された水泳
新人大会において 1 年生の鈴木諒さんが男子背泳ぎ
５０ｍで第１位を獲得しました。 

男子背泳ぎ５０ｍ第１位 

   鈴木 諒（１年・郡山中出身） 

新人大会の５０ｍ背泳ぎでは，自己 

ベストを更新することができました。 

１００・２００ｍでは思うような泳 

ぎができず悔しい思いをしました。 

私の目標は東北大会への出場です。 

今年度の大会ではあと一歩のところで 

目標を達成することができませんでした。 

しかし課題を見つけることができたので，次の大会に

生かすため，この冬場に課題を克服し，来年こそは目

標を達成したいと思います。ご指導いただいた先生

方，応援していただいた皆様ありがとうございまし

た。今後もよろしくお願いいたします。 

名 取 北 高 校 だ よ り 
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第２８回宮城県高校生選抜書展特選受賞 

先月号でご紹介したとおり，第２８回宮城県高校生
選抜書展において２年生の小川さんが特選に輝きま
した。 
特選を受賞して 

書道部 小川愛己（２年・亘理中出身） 

私は今回の作品制作にあたって，「自分 
らしさ」を重視しました。自分の書きや 
すい形にアレンジを加え，先生方からア 
ドバイスいただきながら制作しました。 

昨年から書き始めた隷書を 
ようやく書きこなせるよう 
になったことを実感すること 
ができました。また，併せてこのような 
賞をいただいたことに感激しています。 
次回もこの経験を生かしながら，より良 
い作品制作が出来るように頑張ります。 
ご指導いただきました先生方ありがと 
うございました。 

 

 

芸術鑑賞会に参加して  図書委員長 小畑大夢（３年・袋原中出身） 

芸術鑑賞会の学校寄席は，私の想像を遙かに上回る面白さでした。見ている人たちを圧巻 
させ，引き込む話術や，鮮やかな手際のよさで行うかみ切り，一人で何役もこなし，食事の 
場面では本当に何か食べているのではないかと錯覚させられる落語，どれも素晴らしい公演 

でした。なんといっても，一龍斎貞水さ 
んの立体怪談はひと味も，ふた味も違い 
ました。周囲の人からはあまり怖くない 
と聞かされていましたが，充分に肝が冷 
やされました。機会をつくりまた見にいき 
たいと思います。楽しい一時をありがとうございました。 

第５６回高校演劇コンクール南部地区大会 

優秀賞受賞 

１０月７日（日）に開催された第５６回高校演劇

コンクール南部地区大会で優秀賞を受賞し，県大会

へ出場することになりました。演題は「ナツミさん

の憂鬱」で，内容は高校生の恋と友情の物語です。

今後さらに舞台練習に磨きをかけ，１１月１８日

（日）に広瀬文化センターで開催される県大会で皆

様が感動するステージを披露したいと思います。応

援よろしくお願いします。 

名取市内３高校野球定期戦優勝 

 １０月１３日（土）名取市民球場を会場として名 

取市内３高校野球定期戦 

が開催されました。仙台高 

等専門学校名取，宮城県 

農業高等学校と本校の三 

校のリーグ戦方式で，楽し 

く交流し，本校が優勝する 

とともに，３年生の朽木悠

真さんが優秀選手賞に選ばれました。主催いただき

ました名取市教育委員会の皆様，応援いただきまし

た皆様ありがとうございました。 

やっぱり野球は楽しい 

朽木悠真（３年・名取一中出身） 

 この大会では３年生も出場でき 

るので久しぶりに野球ができると 

思い参加することにしました。 

本校からは３年生の出場は私一 

人でしたが，１・２年生が声をか 

けてくれ，ピッチャーとしてとて 

も投げやすく，懐かしい気持ちで 

いっぱいでした。やはり「野球は楽 

しい」です。来年はこの大会３連覇がかかっていま

す。後輩の皆さん頑張ってください。 
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催
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
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ミ
ナ
ー
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師
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し
て
本
校
へ
お
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い
た
だ
き
ま
し
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み
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イ
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高
校
時
代
の
思
い
出
は
？ 

Ａ 

数
学
の
テ
ス
ト
で
０
点
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は
あ
ま
り
気
に
し 

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
輩
か
ら
「
そ
れ
は
ま
ず
い
」
と
言
わ
れ
、
先
輩
に
勉
強
を 

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
の
試
験
で
平
均
点
を
大
き
く
上
回
る
点
数
を
取
り
、
当
時
数
学
を
担
当
さ
れ
て
い
た

鈴
木
泰
久
先
生
か
ら
「
浦
沢
も
や
れ
ば
出
来
る
！
頑
張
れ
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
言
葉
が
私
の
原
点
で
す
。 
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現
在
の
お
仕
事
の
魅
力
は
？ 

Ａ 

語
学
留
学
、
高
校
・
大
学
へ
の
留
学
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど
の
海
外
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
お
客
様
の
可
能
性
を
信
じ
て
広
げ
る
こ
と
で
す
。
留
学
後
の
お
客
様
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
特
に
、
私
は
高
校
卒
業
後
、
一
度
就
職
を
し
て
か
ら
大
学
へ
入
学
し
て
い
ま
す
。「
時
間

が
か
か
っ
て
も
大
丈
夫
、
や
れ
ば
出
来
る
！
」
と
熱
く
語
れ
る
の
は
、
こ
の
遠
回
り
の
よ
う
に
思
え
る
経
験
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

ア
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に
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し
て
の
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想
は
？ 
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必
ず
全
員
に
キ
ャ
リ
ア
に
関
し
て
の
質
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
最
初
は
な
か
な
か
答
え
が
出
な
く
て
も
、

次
の
質
問
に
は
ス
ッ
と
答
え
が
出
て
き
ま
す
。
考
え
て
い
る
こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
一
歩
引

い
た
と
こ
ろ
に
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
や
っ
て
い
い
と
自
分
に
許
可
を
出
し

て
い
な
い
。
北
高
の
卒
業
生
は
、「
や
る
！
」
と
決
め
る
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
る
が
、
決
め
た
ら
成
し
遂
げ
る
力

を
持
っ
て
い
る
「
大
器
晩
成
型
」
が
多
く
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
あ
れ
ば
世
界
は
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
で
す
。 
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若
者
に
期
待
す
る
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世
の
中
は
私
が
高
校
生
だ
っ
た
頃
に
比
べ
て
、
倍
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。「
想
定
外
」
の
こ

と
に
直
面
し
て
も
、
乗
り
越
え
る
力
、
考
え
抜
く
力
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
為
に
、
留
学
も
そ
う
で
す
が
、

学
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
る
、
自
分
で
計
画
し
て
国
内
旅
行
を
す
る
な
ど
、 

日
常
か
ら
飛
び
出
し
、
非
日
常
の
経
験
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
て
く
だ
さ
い
。 
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Ｏ
Ｇ
と
し
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北
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

Ａ 

皆
さ
ん
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
ま
す
。
相
談
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
職
場
に
い
ら 

し
て
く
だ
さ
い
。
留
学
は
費
用
が
か
か
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
方
が
多 

い
の
で
す
が
、
政
府
も
留
学
を
後
押
し
す
る
た
め
の
奨
学
金
「
ト
ビ
タ
テ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ 

Ｎ
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
年
間
の
学
費
が
三
十
五
万
～
五
十
万
円
代
の
台
湾
や 

マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
へ
の
進
学
が
宮
城
県
か
ら
も
増
え
て
い
ま
す
。
是
非
、
世
界
へ 

目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吹奏楽部名取市記念事業で大活躍 
 本校吹奏楽部が閖上中央集会所開館お披露目会
（９月２９日開催）及び名取市制６０周年記念式典
（９月３０日開催）で名取市の招待を受け，演奏を
披露しました。お招きいただきありがとうございま
した。 

佐藤百々花（１年・丸森中出身） 

新体制で臨んだ初ステージでした。 
閖上中央集会所にお集まりいただい 
た皆様との距離が近く，たくさんの 
笑顔を拝見することが出来ました。 
演奏後は，交流会にもお招きいただき 
皆様から元気をいただきました。 
翌日の記念式典では名取市にある学校に通学して

いる生徒として名取市を盛り上げたい一心で精一杯 
演奏しました。これからも多く 
の方々に笑顔になっていただけ 
る演奏を届けられるよう，練習 
に励みたいと思います。お聴き 
いただきありがとうございまし 
た。 

イタリア・フィレンツエにて 

【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・鈴木和幸 

復興マラソンボランティアに参加して 

１０月１４日（日）に開催された東北・みやぎ復興
マラソンに本校の生徒６４名が給水ボランティアと
して参加しました。 

横山杏蘭（３年・岩沼北中出身） 

 初めてボランティアに参加した私は， 
何をしたらいいのかわからず，ただ指 
示に従うだけでした。しかし徐々に自 
分で仕事を見つけ臨機応変に行動でき 
たことで，ボランティアの難しさや大 
変さ，そして楽しさを学ぶことができま 
した。そして，ランナーの方々からの「ありがとう」
や「お疲れ様」等の言葉に励まされ，人の温かさを強 

く感じました。ボランテ 
ィアに参加して本当に 
よかったです。今回の活 
動で学んだことをこれ 
からの生活に活かして 
いきたいと思います。ス 
タッフの皆様お世話に 
なりました。 

マッターホルンにて 
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